
今後のビジネス環境の変化を見据えて
AI 処理に適した PC を全社導入
AI を使いこなすことで業務効率化を推進

導入事例
インテル® Core™ Ultra プロセッサー 200V シリーズ搭載 AI PC

ビジネスの現場では、AI の活用が急速に広がりを見せています。 資料作成や画像編集、データ分
析など、さまざまな業務で AI が当たり前のように使われる一方で、従来の PC では処理性能が追
いつかないという新たな課題も顕在化してきました。

こうした背景のもと、 近年注目を集めているのが、 AI 処理に特化した専用プロセッサー「NPU
（Neural Processing Unit）」 を搭載した AI PC です。 CPU や GPU に加えて NPU を組み込むこ
とで、AI 関連の処理をより効率的に行えるようになり、クリエイティブ業務やビジネス業務全般
のパフォーマンス向上に貢献します。

トヨタ・コニック・プロは、トヨタのブランディングと新規ビジネス開発の 2 軸で事業を展開して
います。 同社は NPU により AI 性能を強化したインテル® Core™ Ultra プロセッサー 200V シリー
ズを搭載した AI PC を導入。 この導入から運用において、 横河レンタ・リースは、 PC レンタルに
よりトヨタ・コニック・プロをきめ細やかにサポートしました。

本事例では導入を担当したコーポレートデザイン本部 コーポレートデザイン部 情報システム
ユニット の福田智久氏と、横河レンタ・リースの原田大輔氏と安部大志氏にお話を伺い、AI PC
の必要性や得られた効果、レンタルで導入することのメリットについて紐解いていきます。

Microsoft 365 Copilot の全社導入や 
クリエイティブ業務の内製シフトで 
AI PC の活用が不可欠に

トヨタ ・ コニック ・ プロは、 トヨタの新たなブランド体験や接点をつくる「ブランディング」 と、
トヨタの技術や販売網を活用して新規ビジネスをつくる「モビリティ ・ビジネス」 の 2 つの役割を
担っています。 ブランディングやマーケティングの領域では、 自社メディア 「トヨタイムズ」 のプ
ロデュースと運営、車種プロモーション・企業ブランディングなどを手がけています。 次世代のビ
ジネスをプロデュースする領域では、 「ブランド資産 × 体験価値」 による新しい価値創造するト
ヨタマーチャンダイジング事業や、独自の個性やスタイルを手軽に加えたクルマ “スタイルドカー” 
を通してクルマで自分らしさを表現する新しいカーライフを実現する「CORDE by ＜コーデバイ＞」
など、モビリティから拡がる新たなビジネス創造に挑戦しています。

同社が AI PC を導入した背景には、社内の AI 活用を活性化する狙いがありました。 クリエイティ
ビティーを重視する同社は、業務の効率化に向けて 2025 年 4 月に AI アシスタントの「Microsoft 
365 Copilot」（以下、 Copilot） を全社に導入し、 AI 活用を推進しています。 福田氏は「2024 年
10 月に社内の幅広い部署から有志を募り、役職者も含めた約 120 名を Copilot アンバサダーと
して先行導入したのが始まりです。 Copilot アンバサダーを対象としたトレーニングを、Excel 編、

PC レンタル導入により、変化への即応性を確保しリスクとコストを最適化
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「近年、 デジタル系や SNS 系の広告商材が増え、 新聞や雑誌広告と比
べて内製がしやすくなっていることが背景にあります。 最終的な制作物
を外部のプロに依頼する流れは変わらないものの、イニシャルデザイン
を内製化することで柔軟性が高まり、 外注コストを削減でき、 社内に
ノウハウも蓄積されていきます。 結果として、デジタル広告の効果最大
化にもつながると考えています」（福田氏）

グラフィック性能、処理性能の高さや 
長時間のバッテリー駆動を評価

Copilot の全社導入や、 広告制作業務の内製シフトに取り組む中で、
新たな課題が生じました。 従来利用していた PC では、Copilot がスムー
ズに動かない、 Microsoft Teams で画面共有が滑らかにできないと
いった症状が出てきました。 並行して、Windows 10 のサポート終了対
応として、 2024 年の夏から次期 PC の検討を始めていた同社は、 課題
解決に向けてインテル® Core™ Ultra プロセッサー 200V シリーズを
搭載した AI PC の導入を決めました。

「現時点で満足できるスペックにとどまらず、次の PC 更新のタイミング
が来るまでしっかり使用できるものを選定しました。 中でも注目したの
はバッテリーの持続時間です。 当社はハイブリッド・ワークを導入して
おり、 ビジネス・プロデューサーから管理部門まで、 社外で仕事をする
機会が多く発生します。 また、社内でもミーティングが多く、常に PC を
持ち歩いて複数の会議室を渡り歩きながら仕事をするのが一般的です。
会議室には電源が用意されているものの、大人数では取り合いになり
ますし、接続の手間もかかります。 社員からもバッテリー持ちがいい PC
が欲しいというリクエストが寄せられていたこともあり、 省電力性能
が高いと評価されているインテル® Core™ Ultra プロセッサー 200V 
シリーズ搭載 AI PC を選定しました」（福田氏）

広告制作業務の内製化で、ベースとなるデザインを作成する際は、グラ
フィック性能も重視されます。 マーケティング領域では大量のデータを
集計して分析する業務もあります。 こうした業務においてもグラフィッ
ク性能が前世代から 84％向上したインテル® Core™ Ultra プロセッ
サー 200V シリーズ搭載の AI PC は同社のニーズに合致していました。

「AI PC は制作担当からも好評です。 今までは Mac でなければできない
のではないか？ と思われてきましたが、 現在は AI PC でも手軽にすぐ
作成できるので『ありがたい』『非常に快適』 といった声が届いています。
また、データ分析を担当するマーケティング担当者からは『性能が抜群
にいい』『大量のデータを短時間で分析できるようになった』 といった
言葉が届いています」（福田氏）

加えて、同社はそれまで10数年にわたりインテル® Core™ プロセッサー
を搭載した 2 in 1 ノートブック PC を利用してきたことから、 既存の複
合機や業務システムとの接続がスムーズで、導入後の運用負荷を抑え
られることも評価のポイントになりました。

「他社のプロセッサー搭載 AI PC も検討対象に上がったものの、実績が
なく評価に時間も要することから不安がありました。 自社環境と親和
性の高いインテル® Core™ Ultra プロセッサー 200V シリーズ搭載 AI 
PC であれば安心感があり、 導入後もスムーズに既存環境を使い続け
ることができると判断しました」（福田氏）

PowerPoint 編などに分けて毎週実施しました。 その結果、アンケート
で『業務改善につながった』『業務の質が向上した』 といった意見が多く
寄せられたことから、全社員への導入を決断しました」 と語ります。

Copilot の全社導入に際しては、 ハンズオンタイプの初心者講習を企
画しました。 受講希望者が殺到し、複数回に分けて実施しました。 現在
は実業務に活かすための実践編の講習を企画中で、段階を踏みながら
Copilot の活用レベルを高めていく予定です。

「Copilot を導入して『便利になってよかった』 で終わっては意味があり
ません。 使いこなして業務に活かすことが本来の目的です。 そのために、
まずは簡単なところから慣れてもらい、 徐々に社員それぞれの業務課
題の解決につなげられるようにしていきました」（福田氏）

AI PC を検討したもう 1 つの背景は、 広告制作業務の内製強化です。
同社では、 広告を制作する際、 自動車メーカーや販売店と打ち合わせ
を重ねながらイメージを共有し、最終的なアウトプットに落とし込んで
いきます。 以前は担当のビジネス・プロデューサーがクライアントにヒ
アリングした内容を外部の制作会社に伝える形で、イニシャルデザイン
を制作していました。 しかし、 外部への制作委託はタイムラグが生じ、
イメージの齟齬も生まれやすくなります。 そこでヒアリングした内容を
もとに制作担当者が内製でイニシャルデザインを制作し、 クライアン
トとコミュニケーションを取りながら方向性を固めていくスタイルに
シフトしました。
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故障・破損時の保険対応や 
更新サイクルの柔軟性の観点から 
PC をレンタルで導入

同社は PC の導入に際して、長年にわたり自社購入ではなく、レンタル
を採用してきました。 これまでは 4 年周期で、3 世代にわたって SIM 内
蔵型の 2 in 1 ノートブック PC を利用してきました。 今回は AI 活用を
積極的に推進することや、 Windows 11 への切り替えなどの要因も重
なり、 通常より 1 年早い 3 年での PC 更新を決断しました。 自社購入で
はこのような更新サイクルの変更は容易ではありませんが、レンタルな
ら急を要する場合でも柔軟に対応ができました。

また、近年の AI 技術の進歩は目覚ましく、新しいモデルが次々と登場し
てきます。 そのため、長いライフサイクルでは最新技術への対応が難し
くなり、本格化する AI 時代に乗り遅れる可能性があります。 レンタルな
ら変化への即応性が高く、最新技術を柔軟に試してみることも可能です。

同社が長年にわたりレンタルを採用している一番の理由は、リスクとコ
ストの最適化です。 レンタル PC には代替機交換や動産総合保険など
のサポートが含まれ、トラブル発生時には、サポートに対応を依頼でき
るため、PC 管理者の負担は大きく軽減されます。

「常に PC を持ち歩いて仕事をしている当社の場合、故障や破損のリス
クが大きくなります。 自社購入の場合は修理の手続が煩雑なことにな
りますが、レンタルであれば短時間で対応でき、動産保険でカバーでき
るので安心です」（福田氏）

その他、レンタル PC のメリットは、コストを抑えてスピーディーに調達
でき、短期から長期まで希望の期間で利用できることにあります。 横河
レンタ・リースの原田氏は「AI PC はスペックが高いため、一般の PC よ
り高価になりがちです。 レンタルは月額料金制ですので、初期費用の負
担を抑えることができます。 また、利用人数、利用期間の変化に柔軟に
対応できるのも強みです。 AI PC をトライアルとして数台導入し、 本格
導入の際に社内の端末を長期レンタル （3 ～ 5 年程度） に切り替える
お客様もいらっしゃいます」 と語ります。

PC レンタルサービスの中で、横河レンタ・リースの強みは手厚いサポー
ト体制にあります。 カスタマー ・サポートセンターを自社で構え、トラブ
ル発生時には専任サポートがスピーディーに対応します。 横河レンタ・
リースの安部氏は「お客様からの多様なニーズに応えるため、専任のサ
ポート体制を敷きながら、 営業担当者もサポートセンターを補助する
形で漏れのない対応をしています。 長期レンタルの場合、 契約の後半
ほど故障が出やすくなる傾向があるので、そのような場合でも素早く対
応できるように心がけています」 と説明します。

Copilot をストレスなく利用でき 
オンライン・ミーティングも快適に

同社は、 2025 年 8 月にインテル® Core™ Ultra プロセッサー 200V 
シリーズを搭載した AI PC を予備分と合わせて約 800 台導入し、 利用
を開始しました。 プロセッサーは性能と消費電力のバランスを考慮し
てインテル® Core™ Ultra 7 プロセッサーを採用し、メモリーは 32GB、
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SSD は 1TB を搭載した 14 型のノートブック PC を選定。 機種は管理
負担を軽減するために 1 種類に限定し、 全社員に同一メーカー同一
モデルの PC を配布しています。

従 来 PC と 比 べ て 大 幅 に 性 能 が 強 化 さ れ た AI PC の 導 入 に よ り、
Copilot をストレスなく利用できるようになりました。 20時間以上のバッ
テリー寿命を実現しており、終日の外出でも電源を持ち歩く必要がなく
なっています。 AI PC を使ってみて福田氏が特に印象に残っているのは、
Teams によるオンライン・ミーティングの快適さでした。

「カメラの能力向上や、 CPU、 GPU の性能強化もあると思いますが、
映像処理や音声処理に AI が効果的に働き、 映像が滑らかで画面も
きれいです。 おかげさまで、 Teams 会議のストレスがなくなりました」
（福田氏）

メリットはオンライン・ミーティングの快適さだけでありません。 アプ
リ起動はもちろんのこと、Copilot を利用した際の回答の速さやデータ
の読み込み速度でした。 「インテル® Core™ Ultra 7 プロセッサーは、
専用 NPU を搭載しており、AI 推論を CPU や GPU から分離して処理し
ていることから、レスポンスが速いのに驚きました。 企画書の作成など
に Copilot を常に活用していますが、 処理速度の向上によりストレス
なく作業がはかどります。 今後、 AI を活用した画像生成や動画生成が
一般化し、ローカル環境で動かす際にさらなる差が生じると確信しまし
た」（福田氏）

AI 活用の活性化とセキュリティー強化を継続

AI PC の導入でさまざまな課題を解決した同社は、 今後はさらなる AI
活用を推進していく方針で、Copilot 以外の AI アシスタント製品や、AI
エージェントの導入に向けて PoC（概念実証） を計画しています。

一方、AI PC で膨大なデータをより簡単に扱えるようになったからこそ、
セキュリティー強化という新たな課題に向き合う必要性を感じていま
す。 同社の場合、機密性の高いデータを扱います。 AI 処理を端末側で完
結できる AI PC は、機密データを外部に送信する必要がないことから、
クラウドサービスを利用することが多い従来の PC と比べてセキュリ

ティー面での優位性はあります。 だからこそデバイスレベルのセキュリ
ティーはより重要性を増すことから、 インテルに対してもさらなる強化
に期待を寄せています。

「AI とセキュリティーは今後の大きなテーマです。私たちもセキュリティー
対策に多くの投資をしていますが、引き続きプロセッサーを起点とした
セキュリティーの強化をインテルと一緒に進めていきたいと考えてい
ます」（福田氏）

インテル® Core™ Ultra プロセッサー 200V シリーズ搭載の Intel 
vPro® プラットフォームには、ファームウェアやハードウェア・レベルで
のセキュリティー、暗号化、カーネル保護、AI による脅威検出などの機
能があり、デバイスレベルで重要なデータを保護しています。 インテル® 
Core™ Ultra プロセッサー搭載 AI PC は、 重要なデータを扱う業務で
も安心してお使いいただくことができます。
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